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平成 21 年 5 月 21 日より裁判員制度が始まりました。全国の 50 の地方裁判所及び 10 の地

方裁判所支部（立川，小田原，沼津，浜松，松本，堺，姫路，岡崎，小倉，郡山）で裁判

員裁判が実施されます。私たちが裁判員に選出された場合に、身近なことが気になります。

そんな、気になることを、少し調べてみました。 

Q/裁判員になって仕事を休んだために，会社を辞めさせられないかと心配

です。 ⇒A 裁判員の仕事に必要な休みをとることは法律で認められています（労働

基準法 7 条）。また，裁判員として仕事を休んだことを理由に，解雇などの不利益な扱

いをすることは法律が禁止しています（裁判員法 100 条）。  

Q/子どもを預かってくれる人がいない場合は辞退できるのですか。⇒A 小さ

なお子さんがいらっしゃる方で，ほかに面倒を見てくれる人がいないなど，裁判員に

選ばれるとお子さんの養育に支障が生じる方は，辞退の申立てをすることができます。 

 しかし，子どもを預けることができるのであれば，辞退の申立てはせずに裁判員とし

て裁判に参加したいとお考えの方は，裁判所近隣の保育所の一時保育サービス 

Q/日当は，いくら支払われるのですか。⇒A 日当の具体的な額は，選任手続や

審理・評議などの時間に応じて，裁判員候補者・選任予定裁判員については 1 日当

たり 8000 円以内，裁判員・補充裁判員については 1 日当たり 1 万円以内で，決めら

れます（裁判員の参加する刑事裁判に関する規則 7 条）。たとえば，裁判員候補者の

方については，選任手続が午前中だけで終わり，裁判員に選任されなかった場合は，

最高額の半額程度が支払われるものと思われます。  

                                             参照 最高裁判所 HP 
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